
  

 
平成30年５月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

        平成30年１月10日

上場会社名 株式会社 岡山製紙 上場取引所  東 

コード番号 3892 ＵＲＬ  http://www.okayamaseishi.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）津川 孝太郎 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理統括部長 （氏名）妻鹿 徹 ＴＥＬ  086-262-1101 

四半期報告書提出予定日 平成30年１月12日 配当支払開始予定日 平成30年２月５日 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て）

１．平成30年５月期第２四半期の業績（平成29年６月１日～平成29年11月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年５月期第２四半期 4,502 3.4 △156 － △119 － △86 － 

29年５月期第２四半期 4,356 △0.1 227 85.5 263 63.5 179 69.5 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年５月期第２四半期 △17.66 － 

29年５月期第２四半期 36.49 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年５月期第２四半期 12,296 8,032 65.3 

29年５月期 11,790 7,996 67.8 
 
（参考）自己資本 30年５月期第２四半期 8,032 百万円   29年５月期 7,996 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年５月期 － 6.00 － 6.00 12.00 

30年５月期 － 6.00      

30年５月期（予想）     － 6.00 12.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年５月期の業績予想（平成29年６月１日～平成30年５月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,200 10.1 65 25.9 100 5.9 65 1.4 13.22 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年５月期２Ｑ 5,500,000 株 29年５月期 5,500,000 株 

②  期末自己株式数 30年５月期２Ｑ 565,114 株 29年５月期 583,136 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年５月期２Ｑ 4,921,873 株 29年５月期２Ｑ 4,917,465 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等に基づいて作成したものであり、実際の業績

は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報
(１)経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間における板紙業界におきましては、海外の需要増により原紙の原料となる古紙価格の

高騰を受け、原紙メーカーである当社を取り巻く経営環境は非常に厳しいものとなりました。 

 こうした状況のなか、当社は経営全般にわたるコスト低減に総力を結集する一方、需要に見合った生産レベ

ルの維持と適正な製品価格の実現に努めました。そして、過去に例のない古紙の値上がりの状況下で収益を確

保するため、板紙製品価格の改定を実施し、その浸透に努めました。 

 板紙事業におきましては、特に当第２四半期以降は製品価格の改定の効果もあり売上高は増加したものの、

原料価格高騰によるコスト高の影響を吸収するには至らず、大幅な減益となりました。 

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は4,502百万円(前年同四半期比3.4％増)、営業損失は156百万円

(前年同四半期は営業利益227百万円)、経常損失は119百万円(前年同四半期は経常利益263百万円)、四半期純

損失は86百万円(前年同四半期は四半期純利益179百万円)となりました。 

 各セグメントの概況は次のとおりであります。 

○板紙事業 

 当事業関連では、販売数量は減少しましたが、製品価格値上げの影響もあり、売上高は3,889百万円(前年

同四半期比6.3％増)となりました。 

○美粧段ボール事業 

 当事業関連では、主力の通信機器関連品が減少したことにより、売上高は612百万円(前年同四半期比

12.2％減)となりました。 

(２)財政状態に関する説明 

 当第２四半期会計期間末の総資産は12,296百万円となり、前事業年度末に比べ505百万円増加しました。内

訳は、流動資産が425百万円の増加、固定資産が80百万円の増加であります。

 流動資産増加の主な要因は、受取手形及び売掛金477百万円の増加であります。また、固定資産増加の主な

要因は、投資有価証券206百万円の増加であります。

 負債は4,263百万円となり、前事業年度末に比べ469百万円増加しました。内訳は、流動負債が411百万円の

増加、固定負債が58百万円の増加であります。

 流動負債増加の主な要因は、支払手形及び買掛金280百万円の増加であります。また、固定負債増加の主な

要因は、繰延税金負債67百万円の増加であります。

 純資産は8,032百万円となり、前事業年度末に比べ35百万円増加しました。主な要因は、その他有価証券評

価差額金141百万円の増加であります。

 以上の結果、自己資本比率は前事業年度末の67.8％から65.3％となりました。

(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、原料古紙価格の動向は不透明ながら、引き続き著しい高値で推移することが見込

まれますところ、板紙製品価格の改定が浸透しつつありますので、平成29年７月14日に公表した業績予想を変

更しておりません。 

 

- 2 -

㈱岡山製紙(3892)　平成30年5月期　第2四半期決算短信(非連結)



２．四半期財務諸表及び主な注記
(１)四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年５月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,068,722 3,006,282 

受取手形及び売掛金 3,041,618 3,519,610 

商品及び製品 359,863 304,847 

仕掛品 20,983 23,516 

原材料及び貯蔵品 351,788 364,163 

その他 172,310 221,946 

貸倒引当金 △2,000 △2,000 

流動資産合計 7,013,286 7,438,367 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 500,652 478,151 

構築物（純額） 110,078 106,685 

機械及び装置（純額） 1,230,092 1,135,858 

車両運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 15,492 12,739 

土地 194,549 194,549 

リース資産（純額） 18,793 15,310 

有形固定資産合計 2,069,657 1,943,295 

無形固定資産 3,911 4,011 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,691,970 2,898,101 

出資金 9,793 9,793 

その他 2,295 2,564 

投資その他の資産合計 2,704,059 2,910,458 

固定資産合計 4,777,628 4,857,764 

資産合計 11,790,915 12,296,132 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,026,649 2,306,785 

未払金 273,359 277,753 

未払費用 422,203 540,887 

未払法人税等 2,163 10,019 

その他 43,175 43,653 

流動負債合計 2,767,551 3,179,098 

固定負債    

繰延税金負債 549,581 616,993 

退職給付引当金 409,798 406,459 

役員退職慰労引当金 56,251 - 

その他 11,024 61,368 

固定負債合計 1,026,655 1,084,821 

負債合計 3,794,207 4,263,920 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年５月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年11月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 821,070 821,070 

資本剰余金 734,950 738,312 

利益剰余金 5,004,597 4,888,190 

自己株式 △219,674 △213,054 

株主資本合計 6,340,942 6,234,519 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,655,765 1,797,692 

評価・換算差額等合計 1,655,765 1,797,692 

純資産合計 7,996,708 8,032,211 

負債純資産合計 11,790,915 12,296,132 
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(２)四半期損益計算書

(第２四半期累計期間)

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年６月１日 

 至 平成28年11月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年６月１日 
 至 平成29年11月30日) 

売上高 4,356,423 4,502,369 

売上原価 3,455,889 3,963,082 

売上総利益 900,534 539,286 

販売費及び一般管理費 672,562 695,831 

営業利益又は営業損失（△） 227,972 △156,544 

営業外収益    

受取配当金 33,338 36,650 

その他 3,523 1,963 

営業外収益合計 36,861 38,614 

営業外費用    

売上割引 1,056 1,082 

その他 3 4 

営業外費用合計 1,059 1,086 

経常利益又は経常損失（△） 263,774 △119,016 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 569 

特別利益合計 - 569 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
263,774 △118,447 

法人税、住民税及び事業税 101,870 1,968 

法人税等調整額 △17,536 △33,510 

法人税等合計 84,334 △31,541 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 179,440 △86,905 
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(３)四半期財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。
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